














































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 40 号（2016 年 11 月 30 日）
20注12に同じ。
出典：国立教育政策研究所　教育課程研究センター『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のた
　　　めの参考資料（中学校 理科）』教育出版， 2011年，pp.51-52
解りやすい表現で書か吹き出しのように書かれ
ている。既習内容については，「思い出そう」
というコラムで図示もされている。
　さらに節ごとの目標が疑問文の形で表現され
ている。「1章　光の性質」では，「光はどのよ
うな進み方をするのだろうか。」「凸レンズを使
うと，どのような像ができるだろうか。」と問
いかけ，「2章　音の性質」では，「音の大きさ
や高さは，何によって変わるのだろうか。」20と
問いかけている。目標に当たる内容も疑問文で
表現されている。
　教員の教材研究の一端をサポートすると同時
に，教員と生徒が課題を共有するうえでも，生
徒自身が学習歴を確認するうえでも役立つ記述
上の工夫がある。
─ 65 ─
カリキュラム・マネジメントにおける教育目標
６　ＰＤＣＡサイクルの「評価」と「改善」
　ＰＤＣＡサイクルと評価の観点，絶対評価の
導入によって，教員はテストや提出物による評
価に限らず，毎時の授業における生徒たちの学
習活動も4つの観点から評価することになった。
　授業実践において，「評価」は教員が生徒の
習得状況を評価するだけではなく，教員が自ら
の授業を評価する，また，生徒が自分自身を評
価するという意味の広がりで用いられている。
しかも「評価」のための「評価」ではなく，授
業実践の「改善」のための「評価」である。「計
画」「実行」「評価」「改善」がらせん状に連続し，
授業実践が向上していくという展開がＰＤＣＡ
サイクルのイメージである。そして，「授業実
践の向上」は，目標達成のためのよりよい授業
を志向すると同時に，目標の見直しをするとい
う意味も含んでいる。
　その評価方法として，行動観察，記述分析，
小テスト，ワークシートの記述，ノートの記述
等が用いられているが，これらと並行して，自
己評価シートが用いられるようになってきてい
る。小単元の時間数で1枚のシートが構成され
ており，授業の始めに目標を書き，授業の終わ
りに自己評価をする。一人ひとりが自分自身を
振り返って記録し，小単元が終わった時点で提
出する。自己評価が授業運営に組み入れられて
いる。
むすび
　本稿では，カリキュラム・マネジメントを教
科のレベルで捉え，1単位時間の目標に至る仕
組みと内容について整理し，教育実践レベルで
の新しい傾向を具体的な資料としてＰＤＣＡサ
イクルについて検討した。
　カリキュラム・マネジメントは学校の教育目
標と密接な関係があり，学校単位で検討される
ことが多い。本稿では中学校・高等学校の教員
養成において，学生たちがイメージしやすいの
は，自分の免許教科レベルでのカリキュラム・
マネジメントであるため，あえて教科に焦点を
当てた。学生各自が免許取得予定の教科・科目
で，まず単元の「指導と評価の計画」を作成し，
次にそれを柔軟に作り変えていくことができれ
ば，応用編として，赴任した学校の目標や自分
自身のもつ指導上の目標に即して，ＰＤＣＡサ
イクルを実践していくことができるのではない
かと考えたからだ。
　次期の学習指導要領に向けて，評価の観点の
変更も検討されているようであり，教員にも生
徒にもよりわかりやすく，より納得できる方法
でプラン作りができるようになることを望む。
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